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「

●可
憐
に
語
っ
た
。

／
写
真
は
い
づ
れ
も
修
法
ヶ
原
に
て
左
写
真
右
石
井
・
左
前
島
さ
ん
嫁

ば
れ
た
わ
け
。
古
典
（
し
Ｉ
の
き
わ
め
つ
け
の
白
鳥
の
湖
に
い
ど

む
だ
け
に
、
意
欲
と
緊
張
と
不
安
が
入
り
ま
じ
っ
て
い
る
と
い
う
。

石
井
さ
ん
は
、
馬
場
美
智
子
バ
レ
ー
研
究
所
で
十
三
年
、
「
静
か

な
踊
り
が
好
き
で
す
」
と
内
に
闘
志
を
秘
め
、
前
島
さ
ん
は
、
東

浦
千
沙
子
バ
レ
ー
研
究
所
で
七
年
、
「
荷
が
重
い
の
で
す
が
…
」
と

静
か
な
湖
面
に
影
を
う
つ
す
二
羽
の
白
鳥
‐
チ
ャ
ィ
コ
フ
ス
キ

ー
の
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
》
優
雅
な
ひ
と
と
き
だ
。

二
羽
の
白
鳥
は
、
石
井
多
幾
子
さ
ん
〈
邪
〉
と
前
島
雅
代
さ
ん
〈
岨
〉

昨
年
の
兵
庫
県
洋
舞
『
家
協
会
の
合
同
公
演
の
成
功
か
ら
、
今
年
は

〃
白
鳥
の
湖
〃
全
卵
聞
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
二
十
一

日
と
一
一
十
二
日
の
両
日
．
主
役
の
オ
デ
ッ
ト
姫
に
こ
の
二
人
が
選

！ 神
一生

ﾉコ
一つ

子
分

ヲ

ｉ
石
井
多
幾
子
・
前
島
雅
子

－－錘一必口軸幽轍寝内.､鼻鐸鹸議

雛
驚 〈

バ
レ
リ
ー
ナ
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

子
Ｔ喧

一琴

．~り蝿
的鮭

魁’

ｔ

f E

当脚

畿静電轍鯵零
農
1ｉｆ溌
臓、
金

司

懲溌亀

；
ｌ
§
！ ：

生
皇
室

》
型

。
細
“
坪
典
鎮
野
掻
引
別
項

・
鴎
醗
素
蒔
訂

１Ｗ
到
鵬
画
口
Ｅ

里悪＝
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あ なたの佳き日に

タサキ・パール
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に/。

&

′田崎真珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
神戸店・神戸新聞会館秀品店内
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
シヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダー店・ホテルニユーオータニ内

臭』城ｷﾞｬﾗﾘｰ･東京都港区赤坂１－３－’７
札幌店・札幌バークホテル内
ﾊ ﾞ ｰ ﾙ ﾌ 無一合･神戸市灘区六甲台町２４
細エエ場・東京都町田市野津田町暖沢前 3 2 2 6
養殖場・長崎県・佐賀県・熊本県．島根県

山口県・奄美大島

六
トー《

門
台

…の翼鎌蘇貢鵠嘉織蕊③
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琴
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可

ご
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Ｉ ”
Ｆ
い
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騨壷も-毒Ｉ夢竜一＝

心

酔胤

ｻ゙リ
､

画一■＝亭

◆

ｆ
学
舟
砂
恥
吐

出
眼
廊
ク
ゥ
恥
滞
Ｆ
日
Ｌ
負
．
則
引

陶
』
屯
・
４
浬
・
・
Ｐ
購
牌
終
悪
修
二
Ｅ
；
伽
・

』
に
卜
・
１
弱
虚
心
寺
，
り
り
阜
培
、
、
．
１
．

Ｉ

陶
』
屯
・
４
浬
・
・
Ｐ
購
牌
終
悪
修
二
Ｅ
；
伽
・

』
に
卜
・
１
陀
岬
叩
陸
－
０
阜
培
、
、
．

文
明
を
包
容
す
る
千
里
丘
陵
は
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
メ
ッ
カ
で

あ
る
。
万
国
博
本
部
ビ
ル
は
、
緑
の
中
で
機
能
性
を
発
揮
す
る
。

根
津
耕
一
郎
。
神
戸
大
学
建
築
科
を
卒
え
、
七
年
前
に
建
築
事

務
所
を
開
く
。
以
後
、
西
脇
市
民
会
館
、
市
役
所
、
奥
道
後
の
ホ

テ
ル
な
ど
、
全
国
的
に
活
躍
。
万
博
本
部
ビ
ル
の
競
技
設
計
入
選

の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
知
る
。

光
風
展
に
は
十
年
間
出
品
し
た
と
あ
っ
て
、
絵
の
方
も
玄
人
。

そ
の
油
彩
の
暖
か
い
感
覚
が
、
現
代
建
築
の
ク
ー
ル
な
素
材
に
適

合
し
て
新
た
な
現
代
を
創
造
す
る
と
こ
ろ
に
、
建
築
的
感
動
が
あ

る
よ
う
だ
．
神
戸
に
は
、
斜
面
を
生
か
し
た
都
市
づ
く
り
が
必
要

で
す
ね
、
と
神
戸
へ
の
愛
着
を
語
る
。

昭
和
八
年
、
須
磨
生
ま
れ
．
宝
塚
在
住
。

〈
写
真
・
根
津
建
築
事
務
所
に
て
〉

子 6

鰹鰹 根
津
耕
一
郎

弱

』
妾
逸
駐

．
。
》
狸

一
蒲
箪
輯

ｂ
Ｂ

把

匙
一

睡
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・

卜
虹

識－．，－鰯､‐

ｒ
Ｐ
‐
Ｉ

司蒋､四W ,騨一

凸

鴬
一一国弔噂製戸‘

哀騒

海

〈
建
築
家
〉鱗

鞄

１１
１

＆

灘
＆

』

ｊ
海

蕊
識
雲
吾
鐘
醸
畢
痴

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵１
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轡
一
、
一

Ｊ
禅
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剛

ｈ

確信を持って夕シマの眼が選んだ宝石の始斡。

元町・ＴＥＬ⑬０３８７．２５５２
タジマでは、宝石の鑑定を無料でご相談に

応じておりますので、お気軽にご利用ください

Ｋ１８ルピーダイヤプローチ
Ｋ１８ルビーダイヤプローチ

帯留メ兼用

′ｃダジマの眼が選/〈･看毒奇ら零容綴鑑．
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同
時
刻
、
東
京
で
も
例
会
を
持
つ

と
い
う
二
十
年
の
歴
史
を
誇
る
ヴ
ァ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
だ
が
、
ど
な
い
撮

っ
て
も
写
真
に
な
ら
へ
ん
で
、
と
い

う
だ
け
個
性
が
強
烈
だ
．

五
十
名
近
い
同
人
と
一
三
○
駕
あ

会
員
の
批
評
に
耐
え
る
作
品
が
、
次

々
と
誌
上
を
賑
わ
し
、
文
学
を
揺
り

動
か
す
起
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
右
か
ら

井
口
浩
（
大
阪
）
山
田
稔
（
京
都
）

清
水
幸
義
（
東
大
阪
）
鳥
巣
貞
子
（
神
戸
）

宇
江
敏
勝
（
和
歌
山
）
直
木
美
穂
子
（
奈
良
）

島
京
子
（
神
戸
）
上
垣
青
二
（
尼
崎
）

安
光
杢
祐
（
尼
崎
）
山
根
久
代
（
芦
屋
）

蔵
本
次
郎
（
豊
中
）
福
田
紀
貢
大
阪
）

藤
井
弥
生
（
京
都
）
高
橋
勝
列
（
芦
屋
）

後
列
・
右
か
ら

広
重
聡
（
芦
屋
）
谷
村
健
一
（
尼
崎
）

津
本
陽
（
和
歌
山
）
今
野
和
茂
（
芦
屋
）

う
た
い
出
す
も
の

割
れ
る
純
粋
性
の
鴨

〈
空
谷
真
澄
・
森
よ
り
〉

研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
感
覚
が
、
キ
ラ

リ
と
反
楼
し
て
合
評
会
が
始
ま
る
．

連
続
す
る
雨
滴
は
、
激
し
く
浜
芦

屋
会
館
の
縁
を
打
ち
、
風
雨
注
意
報

の
出
た
六
月
二
九
日
は
、
表
通
り
の

騒
音
を
消
し
て
い
る
．

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
ニ
ニ
ニ
号
の
合
評

会
だ
け
が
、
静
か
な
息
吹
き
を
保
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

批
評
は
厳
し
く
、
詩
文
が
解
析
さ

れ
る
。
音
が
、
調
べ
が
追
求
さ
れ
る
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Ｆ

陥
卜
・
ド
ト
ー
ー
ｌ
Ｉ
０
ｒ
Ｉ
８
Ｐ
陸

製搬
寧
製

●クーノレなバーノレ

太陽が灼けつくアスファル
ト。ノースリーフ繰からむき
だした小麦色の腕に、大胆
なデザインのパール・ブレ
スレットは、深う毎に眠る自
然のクールな輝やきが、さ
わや力､ な夏のあなたを創り
ます。
☆写真のパールブレスレッ
トは、金子オリジナル。シ
ルバーに金張りでパールを
ちりばめた大胆な作品。

￥４３，５００円

１

Ｎ

１
N

Ｉ

お しゃれをリードする……

鰯金子貢珠

卜

「
Ｊ
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Ｌ恥曝Ｉ
壁.

本■～

穂
葱

１
．

孟
琴

Ｊ
Ｍ

［

四

脚#画

‘ず
１７年ぶりに帰国した神戸出身の国際画家

菅井汲さんを囲む会

ｈ
」

禍

ｊ
』

、

ｊ

州可

可／】

神
戸
生
れ
の
国
際
画
家
菅
井
汲

〈
す
が
い
・
く
み
〉
さ
ん
（
卵
）
が
、
十

七
年
ぶ
り
に
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た

の
を
機
会
に
、
関
西
の
友
人
が
集

ま
り
「
菅
井
汲
さ
ん
を
囲
む
会
」
を

六
月
十
四
日
西
宮
甲
陽
園
「
は
り

半
」
で
開
い
た
．

吉
原
治
良
、
泉
茂
、
伊
藤
邦
輔

早
川
良
雄
、
津
高
和
一
、
井
上
覚

造
、
乾
由
明
、
村
松
寛
、
鈴
木
敬

元
永
定
正
、
亀
田
正
雄
、
十
河
巌

白
髪
一
雄
、
向
井
修
二
、
吉
原
英

雄
、
吉
田
稔
雄
、
吉
原
通
雄
、
大

山
昭
子
氏
な
ど
現
代
美
術
に
活
躍

す
る
人
々
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

ど
百
人
が
、
緑
の
美
し
い
「
は
り

半
」
の
庭
園
で
、
く
つ
ろ
い
だ
菅
井

さ
ん
を
囲
み
歓
談
し
た
．

な
お
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で

「
菅
井
汲
展
」
が
六
月
二
十
日
〜
八

月
三
日
ま
で
開
催
中
で
あ
る
．
．

二

．
１

竜
・
一
‐
雨
宇

詫
悪

筆
h鼠
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。 ご進物最適品

ラングドシャはフランス語の猫の舌………
ソフトでかわいいイメージから生まれた

風味ゆたかなクッキー風のお菓了･ です
コトブキではいちはやくフランスから

独自の製法技術をとり入れどこよりも
評判のよいランク奪ドシャをつくりあげました
サクッとした歯ざわりお口にひろがる

とろけるようなフレッシュバターのまるやかな

風味と香りいくらI 」にしてもあきない

おいしさですとくに: 苦い人たちのあいだで
どんどん人気を集めている新しいタイプの
お菓子です

器

l、デシャ

⑬
お菓子の罰ﾛ ･ 丁零幕申戸市生田区北長狭通１－１９．ＴＥＬ神戸（0 7 8 ) －３９－８６８１
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弘

鍔
ヤ
シ
・
メ
ル
オ
ー
釈
宮
崎
辰
雄

河
崎
保

叡
謬
イ
キ
ン
グ
｛

爺
１
贈
（
永
旅
縁
記
諏
潔
大
迫
嘉
昭

吹
聴
め
盗
雑
浮
職
脚
を

一
一

Ｉ

ーｒ三一一

雇童重重壷

一
○
○
号
記
念
特
集
雪
あ
の
入
あ
の
言
葉

一
○
○
号
記
念
特
集
－
３
座
談
会
・
海
洋
文
化
国
家
の
キ
ャ
ピ
タ
ル

一
○
○
号
記
念
特
集
の
》
愛
蔵
し
て
一
○
○
号
に
な
り
ま
し
た

森
羅
な
ぺ
ｉ
潔
⑧
鷲
向
井
修
二

塗
霧
イ
ョ
ド
異
劣
リ
マ
鳶
撚
＃
誇
談
冬
春
木
一
夷

。
三
厩
冨
湧
｛
妙
神
戸
の
映
画
人
γ
〃
淀
川
長
治

ボ
ゲ
該
ト
ゾ
ャ
ー
ナ
ル
。
花
詩
計

一

一
一

ヨ
ー
画
玖
パ
”
オ
ｉ
グ
ー
、
識
ヤ
シ
瀞
荊

お
盤
鏡
拡
蕊
い
む
脚
秋
の
紳
強
彰
穂
動

元
噸
ダ
ウ
瀞
・
該
ャ
Ｉ
オ
ル
〈
８
月

連
職
簿
謬
が
Ｚ
か
ん
詰
鱒
を
あ
け
る
勤
亨
岡
麗
漂

神
意
召
虐
会
だ
ま
料

一
○
○
号
記
念
特
集
｛
鯵
こ
の
入
こ
の
風
景

参
磯
良
平
γ
白
川
渥
鰯
闘
鱒
純
手
癖
驚
溌
』

カ
メ
ラ
淵
米
田
定
蔵
”
カ
ッ
ト
γ
岡
田
淳

神
声
遊
戯
誌
⑳
潔
愈
ヌ
ー
鋤
青
木
重
雄

あ
参
集
い
＃
論
ヴ
義
イ
キ
灘
ゲ

一
一

連
載
物
語
第
泌
回
・
非
悪
童
物
語
ｙ
足
立
巻
一

コ
ヴ
渋
・
残
ナ
シ
謀
ノ
皐
官
井
汲
美
さ
た
を
囲
赫
雲

神
戸
砂
読
Ｉ
バ
ジ
謬
溌
イ
ッ
藤
水
谷
頴
介
兼

神
戸
鯵
篭
ゲ
ー
ン
リ
曙
鱗
併
ｒ
鞍
＃
湾
Ｕ
Ｒ

Ｍ陸一一

急
石
井
多
幾
罷
・
前
島
稚
篭
②
根
津
耕
一
郎

曇
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
ず

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
骸
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
膳
は
や
さ
し
い
道
心
る
べ

こ
れ
は
神
戸
錘
そ
の
手
帖
で
す

●
神
一
戸
っ
子
只
）
月
号
目
次

表
紙
ｆ
小
磯
良
平
蕊
構
成
・
石
坂
春
生

神
声
翻
器
的
談
撮
影
・
米
題
定
瀞

神
畢
爆
の
集
い
か
認

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
八
旅
パ
汀

あ
霧
集
瀞
、
そ
の
足
あ
と
ノ

経
済
炎
座
談
会
議
嬢
繋
勿
企

経
済
ポ
ゲ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
洗
ル

れ
ん
さ
い
随
想
僻
ト
ア
ロ
ー
ド
哀
愁
・
林
田
重
五
郎

わ
お
し
め
意
見
Ｚ
竹
中
郁

技
術
蕊
ヤ
ー
龍
ル
農
諸
岡
博
能

砂
：
ｇ
』
急
。
篇
雰
汲
津
惑
和
一

動
物
園
飼
育
日
記
⑳
残
亀
井
一
成

随
想
霞
神
戸
あ
雄
曇
葱
・
尭
餐
才
．

随
想
鰯
来
憲
二
十
年
・
神
戸
箕
喉
無
・
猫
蔑
震
一

ヨ
ー
ロ
談
パ
ー
災
旅
パ
リ
“
蕊
ｉ
久
妙
小
泉
康
夫

連
載
小
説
談
兵
庫
の
女
〈
最
終
回
〉
武
田
繁
太
郎

一
三
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建築設計施工店舗改造
神戸市生田区中山手通３丁目
ＰＨＯＮＥ２２－７１７２．６０５２

神 戸日建’
１

今月の店舗

=遷j I - ,手拶
本社☆神戸市生田区元町６丁目2 6 , 4 1 9 6
工場☆神戸市葺合区琴緒町Ｉノ1 0 , 8 9 4 7

嘘
蕊

←

喫茶工フシー５月オープン( 国鉄西宮駅南）
洗練された外感とユニット成型合板壁面が好感をもたれている。
ミルキーホワイトが基調色。駅前にできる喫茶店の一つの行き
方として注目されている。

儲
磯
舗過

蕊
省

”鰯穐蕊鍵鍵蕊… 蕊識． …蕊蕊蕊蕊ｘ蕊f識 蕊蕊

＜
舶来ムー

参 K●B E
NlKKEN

企画から開J 苫まで
光のパイオニア照明の店

●アイデアの

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



竹中
く詩人＞

郁

_ '

☆
神
戸
へ
の
愛
着
が
つ
く
る
百
号
の
郷
土
雑
誌

月
刊
・
神
戸
っ
子
も
、
も
う
百
号
に
な
り
ま
し
た
か
、
百
号
と

は
驚
き
ま
し
た
ね
。
よ
く
続
き
ま
し
た
よ
。
私
も
児
童
詩
の
雑
誌

「
き
り
ん
」
を
出
し
て
お
っ
て
二
百
号
を
越
し
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
百
号
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
並
々
な

ら
ぬ
努
力
と
研
讃
と
が
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
、
ま
ず
第

一
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

第
二
の
敬
意
は
、
だ
ん
だ
ん
と
雑
誌
が
内
容
、
外
観
と
も
に
、

良
く
整
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
よ
ほ
ど
、
編
集
者
、
発
行
者
に
神

戸
へ
の
愛
着
が
な
け
れ
ば
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も

神
戸
人
の
一
人
で
す
が
、
こ
の
雑
誌
の
評
判
を
あ
ち
こ
ち
で
耳
に

し
て
肩
身
広
く
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
雑
誌
は
、
他
の
文
芸
評
論
雑
誌
と
ち
が
う
の
で
す

か
ら
、
い
く
ら
か
繰
り
返
し
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
雑
誌
の
性
格
上
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
、
こ
の
雑
誌
の
欠
点
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

神
戸
の
街
は
ポ
ッ
ポ
ッ
で
は
あ
る
が
、
ま
あ
良
い
方
に
向
か
っ

て
い
る
。
た
だ
、
せ
っ
か
ち
は
日
本
人
の
悪
い
く
せ
だ
か
ら
ゆ
っ

く
り
の
方
が
望
ま
し
い
。
日
本
全
体
の
こ
の
早
い
変
化
の
テ
ン
ポ

か
ら
は
ず
れ
た
っ
て
一
向
に
か
ま
わ
な
い
。
神
戸
の
街
、
神
戸
の

文
化
の
中
で
、
こ
の
神
戸
っ
子
と
い
う
雑
誌
は
、
こ
の
調
子
の
ま

ま
で
よ
ろ
し
い
か
ら
、
ま
す
ま
す
新
し
い
発
掘
を
心
が
け
て
二
百

号
も
三
百
号
も
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

☆
郷
土
誌
・
神
戸
っ
子
の
た
め
に
神
戸
っ
子
と
し
て
い
え
ば
…
。

何
事
に
お
い
て
も
そ
う
だ
が
、
雑
誌
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

と
か
く
金
が
い
る
も
の
で
す
。
小
泉
君
は
、
こ
の
百
号
に
い
た
る

ま
で
ど
う
し
て
金
を
集
め
て
い
る
か
し
ら
ん
が
、
せ
い
ぜ
い
神
戸

の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
郷
土
雑
誌
・
神
戸
っ
子
の
小
泉
君
の
た
め
に

気
前
よ
く
金
を
出
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
私
も
、
二
百
号
を
越
し

た
児
童
の
雑
誌
の
経
過
か
ら
、
い
つ
も
金
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
小
泉
君
の
代
弁
で
な
く
、
神
戸
っ
子
の
一
人

と
し
て
い
う
の
だ
が
…
…

「
神
戸
の
ス
ポ
ン
サ
ー
よ
／
惜
し
げ
も
な
く
神
戸
っ
子
に
金
を

出
せ
／
そ
れ
が
君
ら
の
つ
と
め
だ
」

たしの意見

ゆっくりとあゆもう
200号。300号
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側ロ閥Ｆ闘鳳Ｎ値膳ご旅行中は日本語で……
機内では映画や音楽を楽しめる……

エールフランスでヨーロッパ旅行ヘノ

鍵灘1１
粥
,q や

唾。

蝉
群

Ｂ

1４

β

東 京大阪名古屋福岡
(584)1171.(501)6331.(202)6326．(541)0540.(77)6442

識蕊: 溌蕊
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トアロード山手線の北

ドたにる宿びに明た

林
田
重
五
郎
八
随
筆
家
写
真
も
Ｖ

ロ
れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
Ⅲ

１
ｈ
ｌ
ア
ロ

１
ド

’
1５

ア判の港と営磁 で

「
神
戸
っ
子
」
目
出
た
く
一
○
○
号
！
こ
の
号
は
神
戸

最
も
好
き
な
通
り
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
話
に
し
よ
う
。

ト
オ
ア
ロ
ー
ド
、
戦
中
ひ
ど
い
と
き
に
な
る
と
東
亜
ロ

ド
と
し
た
よ
う
な
誤
り
は
、
い
ま
の
神
戸
に
な
く
な
っ

。
ト
ア
は
Ｔ
Ｏ
Ｒ
、
鳥
居
の
こ
と
で
す
よ
、
な
ど
の
説

も
、
い
ま
で
は
不
必
要
で
あ
る
。
ト
ア
ロ
ー
ド
の
北
詰

ト
ア
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
と
並

称
せ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
終
戦
後
間
も
な
く
米
軍
の

舎
に
な
っ
て
い
る
と
き
焼
失
し
た
。
木
造
の
風
格
の
あ

ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
は
い
ま
外
人
の
ク
ラ
ブ

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
広
い
庭
に
鳥
居
が
あ
つ

よ
う
に
記
憶
す
る
。
鳥
居
ｌ
ト
ア
ホ
テ
ル
ー
ト
ア
ロ
ー

と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

戦
前
は
幅
も
、
い
ま
の
半
分
く
ら
い
。
貴
金
属
店
、
陶

器
店
、
食
料
品
店
な
ど
、
い
ま
と
同
じ
よ
う
に
外
人
経

の
店
々
が
並
ん
で
い
た
が
、
露
路
を
少
し
中
へ
は
い
る

青
線
の
女
が
、
薄
暗
の
な
か
に
立
っ
て
い
た
。
朝
早
い

で
仕
事
の
た
め
に
、
こ
の
裏
町
の
貴
金
属
の
職
人
さ
ん

家
に
下
宿
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
近
所
の
住
人
だ
と

る
と
、
客
引
き
の
姿
勢
を
改
め
て
、
お
帰
り
な
さ
い
と

イ
サ
ッ
し
た
も
の
で
あ
る
。

哀
愁
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’
1６

た
天
蓋
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
歩
道
に
節
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
感
じ
は
昔
よ
り
も
は
る
か
に
良
い
。
喫
茶
店
、
花
屋

さ
ん
…
…
。

生
田
新
道
を
渡
っ
て
、
少
し
上
へ
進
ん
だ
と
き
に
驚
い

た
。
い
つ
の
間
に
か
東
側
に
、
鉄
筋
の
お
城
の
よ
う
な
も

の
が
出
来
て
い
る
。
近
づ
い
て
見
る
と
神
戸
税
務
署
と
あ

る
。東

京
の
銀
座
が
戦
前
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
な
い
の
は

銀
座
の
表
通
り
に
、
銀
行
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
店
を
出
し
た

表
通
り
に
、
銀
行
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
店
を
出
し
た

た
め
だ
と
は
友
人
の
説
だ
が
、
通
り
に
は
通
り
の

性
格
が
あ
る
。
場
違
い
の
も
の
が
顔
を
出
し
て
は

通
り
の
気
分
を
こ
わ
し
て
し
ま
う
。
元
町
や
セ
ン

タ
ー
街
に
あ
る
映
画
館
、
あ
れ
は
ど
ん
な
気
分
を

通
り
に
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

官
庁
は
や
は
り
官
庁
街
に
建
て
ら
れ
た
方
が
よ

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
税
務
署
の
か
わ
り
に
、
少

く
と
も
十
軒
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
ら
し
い
美
し
い
商

店
が
並
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
あ
の
と
き
誰
も
反
対

意
見
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ト
ア
ロ

ー
ド
の
粋
は
、
市
電
の
山
手
線
か
ら
国
鉄
の
高
架

ま
で
の
間
だ
け
に
、
も
う
少
し
配
慮
を
し
て
ほ
し

か
っ
た
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

◇

何
年
か
前
ま
で
、
花
の
名
を
つ
け
た
外
人
バ
ー

が
ト
ア
ロ
ー
ド
の
西
側
の
裏
町
に
あ
っ
た
。
外
人

バ
ー
と
い
う
と
十
平
方
脚
ほ
ど
の
店
が
多
い
が
、

こ
こ
は
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
、
広
い
バ
ー

だ
っ
た
。

正
面
に
鏡
を
バ
ッ
ク
に
し
て
長
い
ス
タ
ン
ド
が

あ
る
。
そ
の
一
隅
で
、
阪
急
に
当
時
い
た
レ
イ
ン

ズ
選
手
が
と
き
お
り
静
か
に
杯
を
あ
げ
て
い
た
。

ト
ア
ロ
ー
ド
天
蓋

朝
、
そ
の
こ
ろ
有
名
だ
っ
た
外
人
の
ベ
ー
カ
リ
ー
で
、

コ
ー
ヒ
ー
と
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
を
コ
ッ
コ

ッ
靴
音
を
た
て
て
下
る
。
坂
の
傾
斜
の
度
合
い
が
、
神
戸

の
ど
の
道
よ
り
も
快
い
。
ト
ア
ロ
ー
ド
を
下
っ
て
職
場
へ

行
け
ば
、
一
日
中
幸
い
が
あ
る
よ
う
な
気
持
さ
え
し
た
も

の
で
あ
る
。

い
ま
の
ト
ア
ロ
ー
ド
、
道
幅
が
広
く
な
っ
て
両
側
に
歩

道
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
昔
は
色
と
り
ど
り
の
日
除
け
が

店
頭
を
飾
っ
て
い
た
か
わ
り
に
、
い
ま
は
店
の
名
を
入
れ
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駐
車
場
に
か
わ

「
⑭
零
哩

｝
唖
峻

ス
タ
ン
ド
の
前
は
チ
ー
ク
材
の
フ
ロ
ア
で
あ
る
。
十
円

玉
の
音
楽
で
十
組
ぐ
ら
い
は
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

隅
に
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ギ
ャ
ン
ブ

ル
だ
と
い
う
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
た
。

フ
ロ
ア
を
囲
ん
で
、
一
段
高
く
し
た
と
こ
ろ
に
、
オ
ペ

ラ
劇
場
の
貴
賓
席
の
よ
う
な
小
間
が
並
ぶ
。
花
模
様
の
ソ

フ
ァ
と
テ
ー
ブ
ル
、
も
ち
ろ
ん
仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
は
掲

げ
て
あ
っ
て
、
フ
ロ
ア
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
坐
っ
て
飲
む
酒
は
、
ち
ょ
っ
と
小
型
の
フ
ラ

》
．
》鰯 鴬

溺 闇

界
諸
方
の
異
国
人
た
ち
が
踊
っ
た
り
飲
ん
だ

し
ん
で
い
る
。
ス
タ
ン
ド
の
中
に
立
つ
マ
ダ

、
う
ま
い
英
語
で
、
フ
ラ
ン
ソ
ァ
・
ロ
ゼ
エ

う
な
笑
い
顔
で
、
店
の
気
分
を
調
え
て
い
た

で
あ
る
。

人
バ
ー
の
良
い
点
は
、
社
用
族
が
一
人
も
い

こ
と
で
あ
る
。
飲
む
前
に
、
現
金
を
ス
タ
ン

置
く
ほ
ど
だ
か
ら
、
借
金
を
す
る
も
の
も
い

・
そ
れ
に
ホ
ス
テ
ス
も
招
か
な
い
と
席
に
は

い
。
持
っ
て
い
る
金
の
範
囲
で
、
心
置
き
な

を
楽
し
め
る
の
は
気
が
ラ
ク
で
あ
る
。

だ
当
然
の
こ
と
だ
が
、
店
は
外
人
の
た
め
に

を
し
て
い
る
。
日
本
人
が
線
を
越
え
て
外
人

に
振
舞
お
う
と
し
て
は
、
店
は
い
や
が
る
。

た
ち
も
迷
惑
が
る
。
そ
の
点
を
さ
え
心
得
て

ば
、
店
の
空
気
も
壊
さ
ず
に
、
気
分
を
味
え

の
で
あ
る
。

の
ト
ア
ロ
ー
ド
特
有
の
店
は
ど
う
な
っ
た
の

ろ
う
か
。
足
を
運
ん
で
見
る
と
横
に
四
、
五

ビ
ル
が
建
ち
、
店
の
跡
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

わ
っ
て
い
た
。
露
地
の
裏
町
の
感
じ
は
な

はうで風い
、卜かあだ外・
あアｏるつ人
のロ 。たノマ
緩ｌ女がＩ

トアロード高架のすぐ北

来 : なドなものムリるン
ないにい外のよ｛ま楽世ｏス

層でたお女同営く
のああもれ性様業た酒

ド
、
表
も
裏
も
変
っ
て
ゆ
く
。
変
ら
ぬ
も
の

や
か
な
坂
の
感
じ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

貴
族
に
な
っ
た
よ
う
な
気
も
し
た
も
の
で
あ

の
主
人
と
い
う
の
は
、
和
服
を
好
む
や
さ
男

、
ど
ん
な
わ
け
か
自
分
の
命
を
断
っ
た
そ
う

性
た
ち
は
ど
こ
へ
住
み
家
を
移
し
た
で
あ
る

１
１７

１
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